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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 奈良教育大学附属中学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒６３０－８１１３ 

      奈良市法蓮町２０５８－２ 

  E-mail icelos-yujiro@nara-edu.ac.jp 

  Website www.nara-edu.ac.jp/JHS 

  児童生徒数  男子２３６名   女子２４２名  合計４７８名 

        児童・生徒の年齢 12 歳～15 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

  本校は日本の ESD 推進の先駆的実践校として D-ESD の当初より「ESD に基づく学

校づくり」を」研究テーマに掲げ､実践研究を続けてきた。 

 一昨年、D-ESD の最終年を迎え、これまでの ESD 研究の一応の区切りとしての研

究会を開催した。その中で、この１０年の卒業生を集めた「中学校での学びと私

の ESD」というシンポジュウムを開催した。そこで語られる卒業生のさまざまな語

りを通して、彼らの価値観変容のようすを知ることが出来た。ESD の学びにおける

変容はすぐにあらわれるわけではない。しかし、卒業生の語りの中からは、教師 

の与えた「問い」から､学びを通して子ども自らが新たな「問い」を立て、そこか

ら新しい学びが広がっていく姿が実感できた。 

 そこで本年度からは、こうした ESD 研究の成果を受け、それを継承しつつ、新

たに「開かれた関係を築くコミュニケーション能力の育成」を研究テーマとして

継続的な研究活動を進めている。本年度はサブタイトルとして「子どもたちのナ

ラティブから ESD の価値観形成へ向けた創造的な教育実践を構想する」という具

体的目標のもと、主に次のような実践研究を行った。 

 

①各教科における子どもたちのナラティブ変容を大切にした授業づくり 

 ②①と総合的な学習との往還をはかり、トータルとして子どものナラティブ変

容を分析整理する。（主に「平和の集い」と「沖縄修学旅行」を中心に） 

③ESD の視点に立った道徳性の育成についての実践的研究 

（仮称 「ESD 道徳」の実践の試み） 

 ④韓国交流における子どもたちの変容とそれを生かした活動づくり 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


